



H ヒーターで説明しています。（左。右どちらのヒーターでも確認できます。） 
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5 蜜認する鐫に水（約 200 mL ) を入れ、 

IH ヒーター®中央に■く 

! を r ピッ j と鷗るまで押し、 

電源を入れる(ランプが点灯します〕 


中火を押し、 


ランプを点灯させる 


を押 u 通電する 


X 力表 zn を見る 


BS m m 

:;::曝:^^:興;:卿::卿；::^^:;灘:: mu: 


毅^^^知:::1:::!努^^凝霧礙霧擬霧知:::を無 

鄉難 PI Ml _E _l _徽齡 

4 ? ^ H 竹 瘺保爆 
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確認が終わったら 


聽スタ - H を押し、通電ヾ 


続けて使わないときは 


を擇し、霞源凝切る 

(ランプが消灯します） 


十；とろ穴： H 火；屯ぷ：強火:; 

fAm KM 
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使える鍋は火力表示ランプが点灯し、加 
熱が スター トします。 


sq は 3 m m m 挪讎 mmm 


火刀表; T く 



使えない鋼は火力表示ランプが交互に点 
灯します。 

交亙に点灯 



tsa m m iss m aim ® 麵 

麵鶸赚_讎麵__91國醒麵寨志”かし 

t - 3 * 5 * ? - 9 ♦ 1?12顧陕溫 


約30秒後にメロディーが鳴り、表示が消え、自動的 
に通電を停止します。 


_トッブブレートの温度が約 8CTC 以下になるまですベて 
の火力表示ランプが点滅して高温注意表示をします。 


3 \m m im m 挪拷は试 
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_ 合計の消費電力が 5.8kW (または 4,8kW) 以内で使用 
でぎます。 

mm で同時に揚げもの、自動湯わかしはできません。 

•BB の同時使用時は RSI の最大火力が「9」目盛 
まで自動的に下がります。 

_ ヒータ— 使用時に他の ヒータ— を使用した際、「ピピピッ」 
とブザーが鳴ってキーが受け付けない場合は、ヒータ ー 
の合計消費電力が超えていますので、_のヒーターの 
火力を下げてから使用してください。 



中にヒーターカ、を©ろした: d ' ； 
酮纖 ummn^iL :鍋の髓が大きぐずれた c 

钓 3 〔卿 後にブザーむ® じ 3說问。對 K : 
を停止します。（約30秒以内に戻せば通： 
電は継続されます, pm j 

HH ヒーターの上に、ナイフやフオークな ^ 
どの金属製小锪がある。または直径のホ i 
さな鍋がある。 

約30秒後にブザーが嶋り自動的に通電を i 
停止します。（金属製小锪を取り除くか、 1 
または鍋を交換してくださし\ ) G # R 34 J i 

讓 S 富盖變音り天ぶら銷の鍋底の反りゃ変形が大きぃ。 

ブザーが_り自動的に通電を停止します。 i 
(鍋を交換してください。 ）(:•••:： R37 . 

切 D 忘れ防止 丨 ヒーター通電後、約45分(グリル手動は 1 

自_懷止 約30分)経週した。 

ブザーが鳴り目動的に通電を停止します。; 

:- R34 : ! 

— 一……一 • . i ： 

_ 底潟度が異常に上昇した。 

週熱防 it 自動停止 吸••辨気口がふさがれた_りして、本体内部 

|の温度が異常に上昇した。 

: 

火力制御しても鍋底温度が異常に上昇し 丨 
た場合は、ブザーが鳴り自動的に通電を丨 
停止します。（銅底の厚み、異物付着、ま丨 
たは 吸，樓気□を確認してください s ) 火丨 
力が弱い場合や鍋の種類によっては、この i 
機能が働かないことがあります。卜、 R37 : 

グリ 1 レ邐麵麵止自動停 ih グリル内の温度が異常に上昇した。 

ブザーが鳴り自動的に通電和停止します。 1 
(グリし 内を冷却してくださ U) 〔: R37 

トッブブレートやクリルが咼 SS (約 80"C 
im^±mmrn : 以上）になっている c 

高1注意表示が消えるまで触らないようにしてく！ 
ださい。高温注意表示中は自動調理(湯わかし)は 1 
できませんで 1 

(高温注意表示申は、すべての火力表示ランプが点滅します）| 

I 自動的に電源が切れます。(高温注意表示 i 
を行っているときは働きません。） | 

才一卜/ ワーオフ 曙源「入」の状態で約30分放置された。 


❿使闱中、使用後しばらくは、本体内部の温度上昇を抑えるために冷却フアンを動作させます。冷却フアン動作すると、吸-排 
気カノ 以外に本体の周囲からも風が少し出ますが、異常ではありません。 
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焼網(消耗部話）支え部 



グリルヒーター 


參グリル(魚焼き)使用時には必ず受画こ水を入れてください 
馨受皿には水以外のもの(例えばア J レミホイル-クッキング 
シート，オーブンシートグリル石）などを入れて使用しな 
いでくださし'':。 

_焼網と受皿は必ずセットして使用してください。 

(やけどや火災の原因となります。） 

_焼網をセットするときは焼網の支え部を奥側にして載 
せてください。 %, # ^ 

_グリルドアは□ックするまで押し yC C 

込み、確実にしめてください。 


〇 



_鍋底の厚さが薄い （0,8mm 以下)鍋は、炒めものや空 
だきの強めの火力でのご使用はひかえ、弱めの火力 
で使用してください。（観底の変形を防ぎます。） 

•同じ鍋でも k 左。右の IH ヒーターで火力が異なる場合 
があります。また小さい鍋では、通電できる場合と 
できない場合があります。 

_左 • 右の IH ヒーターの同時使用、または鍋の種類によっ 
て、音（ジー音、カチカチ音、キーン音など）が発生す 
る場合があります。これは磁力線による鍋の振動で、異 
常ではありません。そのまま使用してください。 

響鍋底の水分や汚れ、付着麴などは、必ずふき取ってか 
ら使 ffl してく:ださし)。（鍋が動いたり、湯気が噴 tB した 
り、トツブブレートに汚れが付着する恐れ.があります。） 


底の薄い （CL8mm 以下） 
鍋で炒めものを行うとき 
は弱めの火力で行う 







召 IH ヒ■…-夕™" 


イ夕 """ 

水分や汚れ、付着犓は 
ふき取ってから使う 




グ U ルドア 
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材料を入れた鍋を 
旧ヒーター®中央に麗く 


M 」を「ビツ」と_るまで押し， 

5原を入れる(ランプが点灯します） 


とろ火丨弱穴；中火卜強火 


希望®火力を押し、 
フノフ硬 !? all clM ® 


⑩娜ス升;を押 U 通種する 

… . _ 


⑩ 
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調理が終わったら 

切/スト H を押し、 


続けて使わないときは 


を押 u 電源を■る 

(ランプが消灯します） 


:•液体を加熱するときは、加熱前にかき混ぜ、調 
理中は火力を弱めにし、ときどきかき混ぜる 
(カレー % みそ汁、 PS し.、牛乳などの煮物や汁_) 
水や調理物を加熱していると突然:ふき上げたり、 
鍋が跳ね上がることがあり、やけどやトップブ 
レートが割れるおそれがあります。 


議_麵麵麵画議議 


_ i 


議議議__ 


::•調理中はそばを離れず、調理®仕上が t ) に合わせ、 
' 火力を調節してください。 

_鍋底の薄いも❾、鍋底が反っているフライ八 6 ンや鋦 
などは『強火〗で予熱すると赤熱する場合があります。 
馨少靈0油を入れて予熱するときや、予熱0後で 
通を入れるときは、火力を弱めにするなど週熱し 
ないよ:3にして< ださい。 

油の溫度が急激 I こ上がり...油が発火することがあります。 
馨火力が強い場合、鐫ややかんの形状などによっ 
てはふきこぼれたり、蒸気が勢いよく出るおそれ 
があります。沸とうしたら火力を下げてください。 
_煮込みなどで長時目ご使潑時は、途中でかき混ぜるなどし、 
ふきこぼれや焦げつかせないようにしてください。特に調 
理タイマーを使用するときは焦げつきに注意してください。 


_「火力」キーを#した後、約3◦秒'以内に r ®/ スタート 
キーを押さないとブザーが鳴り、自動的に解除されま1 


•調理中に火力を調節するには 

i とろ火 I 弱穴中次強火または| 

タイマーを使うときは:: R 28 


を押す。 


_トッププレートの通度が約 8 CTC 以下になるまですベて 
の火力表示ランプが点滅して高温注意表示をします。 
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1前 l-o . S : 1'乃:：3 ■ ^17 x 0 

3 ■ b < r 赞、 ■洗温 
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IHt :! 夕 iIr 調理をする(ゅでる、煮る、蒸す、燒く、嫂める、温める} 
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